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　 1． は じめ に

　　近年 の 台湾漁業年報 の 統計資料 に よ ると，イ カ 類の 生

　産は コ ウ イ カ類，ヤ リ イ カ類お よ び ス ル メ イ カ類の 3

　種類 に 分 類 され る 。 最近 5 年間の イ カ類 の漁獲量 は 台

　湾の 海面漁業生産量 の 20％ を占め て い る。イ カ類 生産

　の 中 で も，ス ル メ イ カ類は 平均 85％ の 漁獲を 上 げ，台

　湾 の イ カ 釣 り漁業 の 主要種 で ある。 統計上は 総称 で ス ル

　メ イ カ 類 とな っ て い る が，南 西 大西 洋海 域 産 で は アル ゼ

　ン チ ン イ レ ツ ク ス （マ ツ イ カ）が 主要種で あり，北西太

　平洋は ア カイ カ類 ，
ニ

ュ
ー

ジーラ ン ド海域で は ニ
ュ
ージ

　
ー

ラ ソ ドス ル メ イ カ が 主で あ る。

　2．生産量 の 推移

　　台湾 の ス ル メ イ カ類 の 生産量推移 に よ る と，1975年

　に ス ル メ イ カ 類の 本格的な操業が 始ま っ て 以来 ， 操業船

の 増 加 に 伴 っ て 生産量 も増加 の
一

途 をた ど っ て 発展 して

　きた 。 1985 年 に は ス ル メ イ カ の 生産 量 が 8 万 トン に 急

増 し，こ れ まで の 輸 入 国 か ら輸出国 へ と立場を変 え て，
1997年 に は 20 万 トン 台 を突破 した 。

　 海域別 の 生産推移を比較 して み る と，南西 大 西 洋海域

の マ ツ イ カの 生産 が 1983 年に 始 ま っ て 以来，年毎 に倍

増 し ， こ こ 数年間は 本海域の ス ル メ イ カ の 生産量が 台湾

ス ル メ イ カ類全生産 の 86％ 以 上 の高い 割合 の 生産が 続
い て い た 。

1997 年度 に は 出漁漁船 が 93隻 で ，194，120
トン の 水揚げ を上げ，当年度 の ス ル メ イ カ 総生産量 の

90．6％ を占め る こ と に な る 。

　
二 ．一・一一ジーラ ン ド海域 へ の 出漁は 1973 年 の 試 験 操業

か ら ス タ
ー

ト した。1984 年の 水 揚げ 量　18，000 トン を境

に，以 降 の 年代 で は 年 を追 っ て CPUE が 下落 し始め，
1988 年 より休漁 とな っ た 。1995年 に 出漁 を 再 開 した

が ，当年度 の 出 漁船 10 隻 で 8，284 トン の 水揚げ を上げ

た。本海域 の 1997年度の 生産量 は 6，620 トソ ，ス ル メ

イ カ全体生産 の 3，1％ に該当す る。

　北 西 太 平 洋 の ア カ イ カ類 を対象 と した 操業 の 開始は
1977 年 で あ っ た 。 1980年に は イ カ 流 し網 漁 法 が導 入 さ

れ ，本海域 へ の 出漁船 も 39 隻 と急増 した
。 1984年 に

は 史上最高 の 146 隻に 達 し，漁獲量 も 2，700 トン を あ

げ た。現 在の 操業海域 は 37eN ，150
°
W に 拡大 し，漁期

も本来 7月〜11 月 で あ っ た も の が ，4 刀〜12 月に 延長
し た 。1993 年度よ り本海域 で の 流 し網漁法が全面禁止
とな って ，操業 が 急激 に 減 じ，釣 り船 3 隻 だ け が残 り，

　 漁獲 量 は 422 トン ま で 低落 した 。 1994年 に徐 々 に 回 復

　 が 見えは じめ て ，1996年 に 釣 り船 が 57 隻 に ま で増加

　 し た。1997 年 は 魚価低迷 の 影響 で 出 漁船 も減 っ て 35

　 隻 と な り，漁獲量 は 11
，643 卜γ に減少し，こ れ は ス ル

　 メイ カ類全生産量の 5．4％ に該 当 す る。

　 3． 漁船 と漁獲技術

　　イ カ釣 り漁船は 1972 年の 試験 操 業 栄忠号 1 隻か らス

　 タ
ー

ト し，以 降 は 年 次 を追 っ て 急増 した。1988 年 に は

　イ カ 釣 り専業船数 が 132隻 の史上 最高 とな る。1996年

　度 の 登録漁船は 122隻で ，700〜800 トン 級 の 船は 70

　隻 で 全体 の 57．4％ を 占め，800〜900 トン 級 が 33隻 で

　27％ を 占め，こ れ ら の 階層 が主体とな る。900 トソ 以

　上 は 17隻で ユ4％，300〜400 トン 級 で は 1．6％ とな る。

　1984年〜1989 年 の数年間はイ カ釣 り専業船 の 建 造 や そ

　の 他 の 漁 船 の 改造 が盛 ん に 行わ れ た 年代で ，した が っ て

　台湾 の イ カ 釣 り漁船の 大半 の船齢 は 14〜15年が 主体 と

　 なる。

　　台湾漁船 の 自動 イ カ釣 り機装備 と して は，コ ン ピ ュ
ー

　ター
導 入 の 集中改良型 自動 イ カ 釣 り機 が 近年普及 し始

　め，使用率は 30％ 以 上 に達 して い る。釣り機 の 使用台

　数 は ほ ぼ漁船 トン 数 の増加に比例 して増えて い る。イ カ

　釣 り漁船の 主体を な す 700〜800 トン 級階層 で は 釣 り機

　台数 は 平均 で 48〜50 台 で ，900 〜1，000 トン 階級 で は

平 均 52 台〜55 台 とな っ て い る 。

　 集魚灯の 装備 に つ い て，こ れ ま で 主 と して 白熱灯が使

用 され て きた が，最近 で は 省 エ ネ ル ギー
を目的と した ハ

ロ ゲ ン 灯 や 放電灯 の 使 用 が 普及 して きて い る よ うで ，
700〜800 トン 級 の 漁船 （8．9m × 57m ） が 使 用 して い

る集 魚 灯 の 出力は 平均 で 180灯 × 2kW ，　SeO〜900 トン

級 （10m × 60　m ）で 220灯 x2kW ，900〜1，000 トン 級

（11mx64m ） で 230 灯 × 2kW 平均 とな っ て い る。現

場操業の 実態 に応じて ，過剰出力を使用 して い る船 は少

な くな い よ うで あ る が ，最適 光 力 の使用 に 向けて，今後

検討す べ き課題 が残 っ て い る 。

4．今後 の 展望

　台湾の ス ル メ イカ類 の 需要 は 国 内向け で は 鮮魚 と加工

品 を合 わ せ て も年間 5〜6 万 トン が限界で あ っ た 。 他
に ，マ グ ロ 延縄用餌料 と して 国内，国外向け で 合 計 3〜4

万 トン ，ま た 国 外基地 か らの直接輸出，あ るい は 国 内か

ら の 輸 出 は 年間 5〜6 万 トン 程度 とな る e こ れ ら を 合 計

した 年間需給バ ラ ン ス は 15〜16万 トン の 範囲 に あ る。

　今後 WTO 組織 に 加人 し た 際 に は，輸入 制限 の撤廃

に よ り価格競争が一
層厳 し さを増 す こ とが 予 想 され る 。

した が っ て，今後の 供給拡大が予 想され る 中で，新規加

工 品の研 究 開 発 消費市場の 開拓 と拡大，お よ び 消費需
要 に 適合 した 計画的 な生産体制 の 確立 を早急 に 講ず る必

要 が あ る 。
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